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【【【【2005 年年年年 8 月月月月 30 日日日日    東京】東京】東京】東京】 
業界標準システム向けの仮想インフラストラクチャ ソフトウェアにおけるトップ ベンダーであるヴイエムウ

ェア株式会社（本社：東京都渋谷区、代表：ジム レノックス）は、アドビ システムズ 株式会社（本社：東京

都品川区、代表取締役社長：石井 幹）が VMware 仮想インフラストラクチャ ソフトウェア製品を導入し、

物理サーバ数の削減とシステム管理業務の軽減を実現したことを発表いたします。 
 
効果的で信頼性の高いデジタルコンテンツの製作、管理、配信をするためのソフトウェア ソリューションを

提供しているアドビ システムズの、社内向け情報システムの導入とサポートを行っているインフォメーショ

ンサービス部では、社内情報システム運用の負担軽減と各拠点でのシームレスなオペレーションを強化

するために VMware ESX Server と VMware VirtualCenter を導入しました。 
 
また、テクニカルコンサルティングサービスを業務とするプロフェッショナルサービス部では、顧客企業向

けトレーニング実施のためのサーバ環境構築を投資コストの増大を抑えながら効率的に行うために

VMware ESX Server を導入しました。 
 
■社内情報システムの管理コストの軽減とシステムのグローバ■社内情報システムの管理コストの軽減とシステムのグローバ■社内情報システムの管理コストの軽減とシステムのグローバ■社内情報システムの管理コストの軽減とシステムのグローバライゼーション化を実現ライゼーション化を実現ライゼーション化を実現ライゼーション化を実現 
アドビ システムズは、VMware ESX Server の導入にあたっては、米国本社にて導入テストを行った後、

VMware ESX Server をインストールし、パッケージ化したものを東京オフィスにて採用しました。その結果、

サーバの選定から発注、納品、また OS や各種アプリケーションをインストールして稼働確認を行うといっ

たシステム管理者の初期導入負担の大幅な削減を実現しました。また、通常数週間以上かかる導入作業

期間を、実質 1 日以内に短縮させることが可能となりました。 
 
アドビ システムズでは、VMware ESX Sever と VMware VirtualCenter をインフォメーションサービス部に

導入し、Windows Active Directory のドメインコントローラー及び WINS サーバを稼動させています。

VMware ESX Sever を導入することにより、物理サーバ数を約 50%削減し、システムの集約管理を実現し

ました。さらに、デスクトップ仮想化ソフトウェア VMware Workstation を活用することで、多言語による複数

の OS とアプリケーションを仮想マシン内で同時に利用することができるため、アジア・パシフィック地域で

のシステム管理をより効率的に行うことが可能になりました。さらに、VMware ESX Server で構築される仮

想インフラストラクチャにより、サービスを中断することなく、本番システムでダウンタイムなしのメンテナンス

を実行することができ、安定したシステム管理を実現しました。 
 
インフォメーションサービス部シニアシステムズアドミニストレション担当者は以下のように述べています。 
「今後も、VMware の仮想インフラストラクチャ ソフトウェア製品によるサーバ統合を継続して行っていきた

いと思います。サーバ統合によるシステムの集約管理を行うことで、物理的なリソースコストや人的コストを

かなり削減することができます。長期的に考えたら、このコスト削減は非常に大きなものとなります。」 
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■■■■仮想マシンにより、顧客向けトレーニング環境構築を効率化仮想マシンにより、顧客向けトレーニング環境構築を効率化仮想マシンにより、顧客向けトレーニング環境構築を効率化仮想マシンにより、顧客向けトレーニング環境構築を効率化 
さらに同社では、インフォメーションサービス部における VMware ESX Server の導入によるシステム管理

の効率化と初期導入ワークロードの短縮、削減が評価され、プロフェッショナルサービス部で追加導入し

ました。テクニカルコンサルティングサービスを業務とし、Adobe LiveCycle Designer をはじめとするドキュ

メントサービスを提供するプロフェッショナルサービス部では顧客企業向けに、システム管理者、アプリケ

ーション開発者を対象としたサーバ製品トレーニングを定期的に実施しています。部署内で数回の導入

テストを行った後、VMware ESX Server のトレーニング用サーバへの導入が決定しました。プロフェッショ

ナルサービス部では、最大 10 名の受講者へ 1 人 1 台のサーバを準備してトレーニングを実施していまし

た。しかし、トレーニングで使用する製品のプラットフォームが変更する度に複数の環境を用意する必要

があり、システム管理者の負担、投資コストの増大などが大きな課題となっていました。 
 
今回、VMware ESX Server を導入することにより、1 台の物理サーバ上に複数の仮想マシンを構築し、複

数 OS を同時に利用することが可能となりました。複数の OS とアプリケーションは、安全な各仮想マシン内

で独立して稼動し、CPU、ハードディスク、メモリリソースの自由なリソース割り当てと共有化といった優れ

たリソース管理能力をもち、コストパフォーマンスとスケーラビリティの高い仮想環境を実現しました。

VMware ESX Server を利用することで、以前は 1 台 1 台管理者がアプリケーションをインストールしなけれ

ばならなかった環境構築作業を仮想マシンによるテンプレート機能により短縮、削減し、トレーニング環境

の準備に要する時間を以前の 4 分の 1 に抑えることができました。また、仮想マシン プラットフォームの拡

張性の高さを活かし、製品テストを行うための開発環境として仮想マシンを利用し、ハードウェアリソース

の効率利用を実現しています。 
 
プロフェッショナルサービス部テクニカルコンサルティング担当者は以下のように述べています。 
「今後、仮想マシンの拡張性を活かして、限られたハードウェアリソースを複数の業務へ併行利用すること

も考えています。リソースの有効活用を行うことでサーバ数の無駄な増加を防ぐことなど、VMware の仮想

化技術には様々な可能性を感じています。」 
 
アドビ システムズで VMware ESX Server を導入することで、得られた効果は以下の通りです。 
・ 物理的なサーバ台数の削減 
・ 管理・維持コストの削減 
・ 省スペース化 
・ ハードウェアごとの使用率の向上 
・ 敏速な環境構築による時間とコストの短縮・削減 
・ リソース増大に対する敏速な対応 
・ システム交換時の移行作業の容易性 
 
VMware ESX Server についてについてについてについて 
VMware ESX Server は、ミッション クリティカルな環境でシステムのパーティショニング、統合、管理を行う

ための仮想インフラストラクチャ ソフトウェアです。過去 3 年の間に、全世界で数千社の IT 企業や団体に

よって採用されてきた VMware ESX Server は、業界をリードする企業向け仮想インフラストラクチャ プラッ

トフォームです。VMware ESX Server は、サービス展開の迅速化を実現し、業界標準のサーバを、安全

で、ポータブルな、ハードウェアに依存しない仮想マシンのプールとしてパーティショニングすることにより、

管理の柔軟性を高めます。VMware ESX Server を利用しているお客様は、サーバの利用率を高め、シス

テム管理を簡素化することで、総所有コスト（TCO）を削減します。VMware ESX Server の物理サーバ上


